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１．本プロジェクトの概要 
学校における教育の情報化を推進するためには、そ

れを支援する人材の配置ならびに体制の整備が必要で

ある。その取り組みとして、多様な形態でＩＣＴ支援

員を雇用・配置するなどして、学校のＩＣＴ環境整備

の支援や授業及び学習におけるＩＣＴ活用支援並びに

学校と家庭・地域との連携、情報セキュリティ対策及

び校務でのＩＣＴ活用支援事業等が行われている。そ

れらの事業をさらに充実発展させるためには、ＩＣＴ

支援員に期待する資質能力の目標規準及び評価基準、

それに基づく研修プログラムの開発が急務である。

そこで本プロジェクトでは、ＩＣＴ支援員が学校Ｃ

ＩＯを補佐し、学校のＩＣＴ環境整備を支援するとと

もに、教員がＩＣＴを活用して効果的で魅力的な授業

実践を行えるよう、ＩＣＴ支援員の養成に関する調査

研究に取り組んできた。まず、平成２３年度は、教育

委員会・教育センターや学校などにおいてＩＣＴ支援

員を雇用・配置し、先進的に取り組んでいる地域を対

象に調査を行い、ＩＣＴ支援員の役割及び運用体制を

明らかにした。

それを踏まえ、平成２４年度には、ＩＣＴ支援員に

期待する資質能力の目標規準及びルーブリックの策定

に取り組み、フューチャースクール及び学びのイノベ

ーション事業による実践校のＩＣＴ支援員及び先進的

に取り組まれている地域のＩＣＴ支援員による評価を

行った。また、ＩＣＴ支援員を対象とした研修プログ

ラムを開発し、実践的に試行して、その有効性を検討

した。

 
２．ＩＣＴ支援員に期待する資質能力目標規準と

評価のためのルーブリックの策定と評価 
ＩＣＴ支援員に期待する資質能力の目標規準及びル

ーブリックは、平成２３年度に行った調査アンケート

項目や文部科学省で毎年実施している「教員のＩＣＴ

活用指導力チェックリスト」をもとに、委員メンバー

で協議を重ね、５つのカテゴリーと３つのステージを

もつ構成とした。カテゴリーは「教育補助員としての

資質」「授業者（教職員）支援」「学習者（児童・生徒）

支援」「学校運営と情報管理」「ＩＣＴ環境の運用管理」

の５つである。この５つのカテゴリーにさらにそれぞ

れ下位項目を設け、２１項目とした。

それぞれの項目ごとに、First stage（ＩＣＴ支援員

として必要とされる基本的な資質能力を身につけてい

る段階）、Second stage（ＩＣＴ支援員として必要な能

力を身につけている段階）、Third stage（ＩＣＴ支援

員として必要とされる専門的な資質能力を身につけて

いる段階）の３段階を設けた。ＩＣＴ支援員としての

資質能力における目標規準を Second stage において

いる。このルーブリックを用いて自己評価し、研修プ

ログラムを受講することでよりＩＣＴ支援員が自己の

資質能力をより高いレベルにもっていけるものと考え

る。（詳細は参考資料「ＩＣＴ支援員自己評価ルーブリ

ック」参照のこと）

 
３．ＩＣＴ支援員を対象とした研修プログラムの

開発と実践 
３．１ 研修プログラム

今回の研修は、２０１３年１月３０日、株式会社ベ

ネッセコーポレーションに所属するＩＣＴ支援員１６

名に対して実施した。

今回の受講者は合計５つの自治体を担当しており、

ＩＣＴ支援員として着任間もない受講者から６年を超

える経験を持つ受講者まで経歴も様々であった。

表１ 研修プログラム 

№ 研修内容 時間 担当 
１ 本研修の説明 5 分 小犬丸委員 
２ ルーブリックを用いた

自己チェック 
5 分 石野委員 

３ 「教育補助員としての

資質」研修 
120 分 石野委員 

４ コア教材を用いた研修 
情報モラル研修 

75 分 南部委員／

田中委員 
５ まとめ 25 分 南部委員／

石野委員 
６ アンケート記入 5 分  

研修は、石野委員がルーブリックについて説明し、

受講者が研修前の資質能力を自己評価するところから

はじめた。

次に石野委員より「教員補助員としての資質」につ

いて図１のような教材を用いて研修を実施し（写真１）、

図１ 研修用教材の例 

・自己紹介
・最近のできごと紹介 など

１ アイスブレーキング（１０分）

０ 開会式／ワークショップの説明（１０分）

２ セッション１「学校の理解」（１０分）

セッション１学校の理解

「私は学校に年間指導計画があるっ
てことを知らなくて、いつどのように授
業が計画されているかわからず業務
の予定をつくるのに困りました」
A「私も最初は知りませんでした。」
B「カリキュラムっていうらしいよ。」
C「一日の授業計画はいつ作られるん
ですか」
D「週案というのを教頭先生がつくって
いるんすよ。点検もしています。」
A「年間、月間、週案、一日と細かく教
育計画があるんですね。だれが計画
するんでしょうね。」
B「教頭先生じゃないんですか。」

WSの説明

資料Ｎｏ．３
②児童・生徒の理解
「私は、じっとしていられなくてすぐ
に教室を出て行くこどもがいたりま
とわりついて離れない子どもがい
たりで子どもへの対応で振り回され
ました。」
A「そうそう、一つ説明するごとに同
じことを質問してくる子どもがいたり
しませんか」
B「高学年だとちょっと得意な子ども
がいて、ちっともこちらの説明を聞
いてくれませんよね。」

※ セッションは、このように課題ごとの
順番ブレーンストーミングを１０分間行う

１ 学校の理解
２ 児童・生徒の理解
３ 教職員とＩＣＴ支援員同士のコミュニケーション
４ 身だしなみやマナー
５ 公平性
６ 即応性

- 26 -



 
写真１ 「教育補助員としての資質」研修の様子

学校の理解、児童・生徒の理解、身だしなみやマナー、

公平性など６つのテーマに沿って、グループに分かれ

て受講者同士セッションを展開した。事前に準備した

各テーマの課題設定も明確であったため、議論はスム

ーズに進行し、セッションが進むにつれて活発になっ

ていく様子が見られた。最後のまとめでは石野委員か

ら各テーマについて押さえておくべき「知識・理解」

について重点的な解説があり、学校文化や子どもの多

面的な実態の把握など多岐にわたって理解を深めた。

引き続き、コア教材を用いた研修(南部委員)と、情

報モラル研修(田中委員)の２つにわかれ実施した。

コア教材を用いた研修では(写真２)、これまでの業

務を振り返り、成果と課題をＫＪ法でまとめ、グルー

プのメンバーの経験をシェアすることから研修がスタ

ートした。東京学芸大学の Webサイトで配信される「教

員養成のためのモジュール型コア教材」からＩＣＴ支

援員に期待される業務内容や実際の授業でＩＣＴが利

活用されているビデオ等を視聴することで、受講者が

対応すべき業務を多面的に捉えることができた。最後

は、グループ毎に整理し、個々に「明日からの活動宣

言」を記して、成果と学びの発表をおこなった。 

 

写真２ コア教材を用いた研修 

これまでの活動をＫＪ法により整理 

情報モラルの研修でも、まずこれまでの業務を振り

返り、各自の経験をグループで共有した。ＣＥＣサイ

トで公開されている情報モラル指導のビデオを視聴し

て更にＩＣＴ支援員としてすべき支援を意見交換した。

（写真３）まだ着任間もない受講者はベテランの経験

談を聞き、質問することで多くを学び、ベテランは初

心を思い出す良い機会になったようだ。

 

写真３ 情報モラル研修 成果報告

３．２ ＩＣＴ支援員を対象とした研修の実際とその結

果 

株式会社ベネッセコーポレーションで行われる研

修は、ＩＣＴ支援組織リーダがファシリテートを行い、

担当地区の課題解決をするスタイルが中心であり、学

校現場を熟知している委員会メンバーによる研修は受

講者にとって大変有意義であった。

研修後に実施したスキルチェック表での自己チェ

ックでは、「教員補助員としての資質」を中心に顕著な

レベルの向上が見られた。また事後アンケートでは、

「漠然と思っていたことを文字にすることで改善点が

見つかり、自覚が芽生えた」また「参加者全員で目的

意識の共有ができた」という参加者から肯定的な声が

多数見受けられた。

研修受講先の担当者からは「普段は学校が仕事場と

なり、ＩＣＴ支援員同士のコミュニケーションはメー

ルや電話でおこなわれることが多い。今回の研修を通

じて、参加者同士がお互いの業務内容、苦労、成果な

どを共有することで、孤立しがちなＩＣＴ支援員が互

いの理解を深めたことは二次的な効果と捉えている。

今後のチームとしての情報共有のあり方についても大

いに参考になる研修となった。」との声も得られた。

 

４．まとめ 
本年度は、学校現場でのＩＣＴ活用実践を支援する

人材の養成・研修に関わって、ＩＣＴ支援員に期待す

る資質能力の目標規準及びルーブリックの策定と、そ

れに基づくＩＣＴ支援員を対象とした研修プログラム

を開発し、ＩＣＴ支援員を対象として実践的に試行し

た。  

自己チェックリストを用いた事前事後比較の結果、

教育補助員としての資質に関する意識、授業者・学習

者支援及び学校運営・情報管理、情報モラル教育に関

する支援のあり方に関する意識が向上した。また、ア

ンケート調査の結果、研修に参加しての満足度及び研

修内容の理解度が高く、今後のＩＣＴ支援員としての

活動に役立つとの回答を得た。

今後は、本プロジェクトで開発したＩＣＴ支援員に

期待する資質能力の目標規準及びルーブリック、それ

に基づくＩＣＴ支援員を対象とした研修プログラムが

現在、学校現場等で活動しているＩＣＴ支援員を対象

とした研修はもとより、教員養成大学のカリキュラム、

教育センターの教員研修プログラム等に取り入れられ、

ＩＣＴ支援員の養成と研修に有効に機能するよう、普

及・啓発活動に取り組んでいきたい。 
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・

生
徒

を
支

援
す

る
場

面
に

お
い

て
、

状
況

に
応

じ
て

効
果

的
で

最
大

限
の

対
応

が
で

き
る

。
即

応
性

、
積

極
性

7

授
業

の
た

め
デ

ジ
タ

ル
教

材
な

ど
の

準
備

を
支

援
す

る

授
業
や
研
修
で
利
用

す
る

教
材

を
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材

な
ど

か
ら

検
索

す
る

基
本

的
な

手
段

を
理
解
し
、
使
用
目

的
に

応
じ

て
、

教
職

員
か

ら
依

頼
さ

れ
た
準
備
で
き
る
。

授
業

や
研

修
で

利
用

す
る

教
材

を
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

や
Ｃ

Ｄ
、

Ｄ
Ｖ

Ｄ
教

材
な

ど
か

ら
検

索
す

る
手

段
を

理
解

し
、

教
職

員
の

意
図

を
く

ん
で

使
用

目
的

に
応

じ
た
支

援
が

で
き

る
。

授
業

や
研

修
で

利
用

す
る

教
材

を
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

Ｃ
Ｄ

、
Ｄ

Ｖ
Ｄ

教
材

な
ど

か
ら

検
索

し
、

各
教

材
の

特
徴

や
効

果
的

な
利

用
方

法
を

理
解

し
て

、
教

職
員

に
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

。

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
、

Ｗ
ｅ
ｂ
コ

ン
テ

ン
ツ

及
び

Ｃ
Ｄ

、
D

V
D

教
材

の
活

用

8
プ

リ
ン

ト
や

提
示

資
料

な
ど

の
作

成
を

支
援

す
る

プ
リ
ン
ト
や
提
示
資

料
作

成
の

た
め

、
プ

リ
ン

タ
や

資
料

作
成
用
の
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ

ト
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト
の
基
本
的
な
使

い
方

を
理

解
し

、
使

用
目

的
に

応
じ

て
教
職
員
か
ら
依
頼

さ
れ

た
支

援
が

で
き

る
。

プ
リ

ン
ト

や
提

示
資

料
作

成
の

た
め

、
プ

リ
ン

タ
や
資

料
作

成
用

の
ワ

ー
プ

ロ
ソ

フ
ト

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

使
い

方
を

理
解

し
、

教
職

員
の

意
図

を
く

ん
で

使
用

目
的

に
応

じ
た

支
援

が
で

き
る

。

プ
リ

ン
ト

や
提

示
資

料
作

成
の

た
め

、
プ

リ
ン

タ
や

資
料

作
成

用
の

ワ
ー

プ
ロ

ソ
フ

ト
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

の
特

徴
や

効
果

的
な

使
い

方
を

理
解

し
、

教
職

員
に

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
。

プ
リ

ン
タ

印
刷

、
提

示
資

料
作

成

9

教
材

や
資

料
な

ど
効

果
的

に
提

示
こ

と
を

支
援

す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

実
物

投
影

機
な

ど
提

示
装

置
の

基
本

的
な
使
い
方
を
理
解

し
、

使
用

目
的

に
応

じ
て

教
職

員
か

ら
依
頼
さ
れ
た
準
備

が
で

き
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
や

実
物

投
影

機
な

ど
提

示
装

置
の
使

い
方

を
理

解
し

、
教

職
員

の
意
図

を
く

ん
で

使
用

目
的
に

応
じ

た
支

援
が

で
き

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
や

実
物

投
影

機
な

ど
提

示
装

置
の

特
徴

や
効

果
的

な
利

用
方

法
を

理
解

し
、

授
業

計
画

や
授

業
デ

ザ
イ

ン
す

る
際

、
教

職
員

に
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

実
物

投
影

機
、

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
(I
W

B
)な

ど
の

提
示

装
置

の
利

用
方

法

1
0

学
習

状
況

、
成

績
な

ど
集

計
・
管

理
す

る
こ

と
を

支
援

す
る

児
童
・
生
徒
の
学
習

状
況

、
成

績
な

ど
の

デ
ー

タ
を

集
計
・
管
理
す
る
た
め

、
表

計
算

ソ
フ

ト
な

ど
の

基
本

的
な

使
い
方
を
理
解
し
、

使
用

目
的

に
応

じ
て

教
職

員
か

ら
依

頼
さ
れ
た
支
援
が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
の

学
習

状
況

、
成

績
な

ど
の

デ
ー

タ
を
集

計
・

管
理

す
る

た
め

、
表

計
算

ソ
フ

ト
な

ど
の

使
い
方

を
理

解
し

、
教

職
員

の
意
図

を
理

解
し

使
用

目
的

に
応
じ

た
支

援
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

学
習

状
況

、
成

績
な

ど
の

デ
ー

タ
を

集
計

・
管

理
す

る
た

め
、

表
計

算
ソ

フ
ト

な
ど

の
特

徴
や

効
果

的
な

使
い

方
を

理
解

し
、

教
職

員
の

相
談

に
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

。

学
習

状
況

の
集

計
・
管

理
へ

の
ＩＣ

Ｔ
の

活
用

1
1

情
報

モ
ラ

ル
の

指
導

を
支

援
す

る
学
校
教
育
に
お
け
る

情
報

モ
ラ

ル
の

位
置

付
け

や
必

要
性

な
ど
、
基
本
的
な
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

。

学
校

教
育

に
お

け
る

情
報

モ
ラ

ル
の

位
置

付
け

や
必
要

性
な

ど
を

理
解

し
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

デ
ジ

タ
ル

教
材

な
ど

か
ら

検
索

し
て

、
教

職
員

の
意
図

を
理

解
し

使
用
目

的
に

応
じ

た
支

援
が

で
き

る
。

学
校

や
地

域
の

実
態

を
ふ

ま
え

、
学

校
教

育
に

お
け

る
情

報
モ

ラ
ル

の
位

置
付

け
や

必
要

性
な

ど
を

理
解

し
、

具
体

的
な

事
例

に
基

づ
い

た
教

材
や

資
料

を
準

備
し

、
教

職
員

に
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

。

情
報

モ
ラ

ル
指

導
と

各
種

教
材

の
活

用

教 育 補 助 員 と し て の 資 質 授 業 者 教 職 員 支 援
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参
考
資
料

「
ＩＣ
Ｔ
支
援
員
自
己

評
価

 ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
　

F
ir
st

 s
ta

ge
（
１
）

S
e
c
o
n
d
 s

ta
ge

（
２
）

T
h
ir
d
 s

ta
ge

（
３
）

カ テ ゴ

リ
項 番

項
目

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
と

し
て

必
要

と
さ

れ
る

基
本

的
な

資
質

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
と

し
て

必
要

な
資

質
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
ＩＣ

Ｔ
支

援
員

と
し

て
必

要
と

さ
れ

る
専

門
的

な
資

質
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
関

連
す

る
知

識
・
技

能
等

1
2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
で

の
ＩＣ

Ｔ
利

用
を

支
援

す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操

作
や

ス
キ

ル
の

習
得

に
向

け
、

教
職

員
の
依
頼
に
応
じ
て

、
児

童
・

生
徒

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
操

作
や

ス
キ

ル
の

習
得

に
向

け
、
児

童
・

生
徒

の
状

況
に

応
じ

た
支

援
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
が

主
体

的
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
操

作
や

ス
キ

ル
習

得
が

で
き

る
よ

う
に

、
各

種
装

置
の

特
徴

や
効

果
的

な
使

い
方

を
生

か
し

た
支

援
が

で
き

る
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

及
び

関
連

装
置

の
操

作

1
3

普
通

教
室

で
の

ＩＣ
Ｔ

活
用

を
支

援
す

る

調
べ
学
習
な
ど
、
情

報
の

収
集

や
整

理
、

発
表

を
す

る
た

め
の
基
本
的
な
情
報

教
育

の
理

解
に

向
け

、
教

職
員

の
依

頼
に
応
じ
て
、
学
習

者
を

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

調
べ

学
習

な
ど

、
情

報
の

収
集

や
整

理
、

発
表

を
す
る

た
め

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
操

作
や

ス
キ

ル
の

習
得

に
向

け
、

児
童

・
生

徒
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
が

主
体

的
に

情
報

の
収

集
や

整
理

、
発

表
を

す
る

た
め

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
活

用
す

る
こ

と
へ

の
支

援
が

で
き

る
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

、
ワ

ー
プ

ロ
ソ

フ
ト

等
の

活
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

IW
B

の
活

用
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

情
報

収
集

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

活
用

調
べ

学
習

や
発

表
の

方
法

1
4

知
識

の
定

着
、

技
術

の
習

熟
を

支
援

す
る

繰
り
返
し
学
習
に
利

用
す

る
学

習
ソ

フ
ト

や
コ

ン
テ

ン
ツ

な
ど
の
基
本
的
な
使

い
方

理
解

に
向

け
、

教
職

員
の

依
頼

に
応
じ
て
、
児
童
・

生
徒

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

繰
り

返
し

学
習

に
利

用
す

る
学

習
ソ

フ
ト

や
コ

ン
テ
ン

ツ
な

ど
の

使
い

方
の

習
得

に
向

け
、

児
童

・
生

徒
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
が

主
体

的
に

学
習

ソ
フ

ト
や

コ
ン

テ
ン

ツ
な

ど
を

活
用

す
る

た
め

の
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ド

リ
ル

教
材

の
活

用

1
5

校
内

で
の

情
報

の
交

換
、

共
有

化
を

支
援

す
る

校
内
の
フ
ァ
イ
ル
共

有
や

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

、
グ

ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
基

本
的

な
使

い
方

を
理

解
し

、
使

用
目

的
に
応
じ
て
教
職
員

か
ら

依
頼

さ
れ

た
支

援
が

で
き

る
。

校
内

の
フ

ァ
イ

ル
共

有
や

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

、
グ
ル

ー
プ

ウ
ェ

ア
な

ど
に

つ
い

て
、

教
職

員
の

意
図

を
理

解
し

使
用

目
的

に
応

じ
た

支
援

が
で

き
る

。

校
内

の
フ

ァ
イ

ル
共

有
や

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

、
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

な
ど

の
対

応
法

の
特

徴
や

効
果

的
な

利
用

方
法

を
理

解
し

て
、

教
職

員
に

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

フ
ァ

イ
ル

共
有

グ
ル

ー
プ

ウ
ェ

ア
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム

1
6

校
務

へ
の

ワ
ー

プ
ロ

、
表

計
算

ソ
フ

ト
な

ど
の

活
用

を
支

援
す

る

ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算

ソ
フ

ト
な

ど
を

用
い

た
デ

ー
タ

管
理

や
校
務
資
料
作
成
に

つ
い

て
、

教
職

員
か

ら
依

頼
さ

れ
た

支
援
が
で
き
る
。

ワ
ー

プ
ロ

や
表

計
算

ソ
フ

ト
な

ど
を

用
い

た
デ

ー
タ
管

理
や

校
務

資
料

作
成

に
つ

い
て

、
教

職
員

の
意
図

を
理
解

し
使

用
目

的
に

応
じ

た
支

援
が

で
き

る
。

ワ
ー

プ
ロ

、
表

計
算

ソ
フ

ト
な

ど
を

校
務

資
料

作
成

や
デ

ー
タ

管
理

な
ど

へ
利

用
す

る
際

、
特

徴
や

効
果

的
な

利
用

方
法

を
理

解
し

て
、

教
職

員
に

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ワ
ー

プ
ロ

、
表

計
算

ソ
フ

ト
な

ど
の

校
務

処
理

へ
の

ＩＣ
Ｔ

活
用

1
7

保
護

者
、

地
域

へ
の

情
報

発
信

を
支

援
す

る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ

ー
ル

に
よ

る
お

知
ら

せ
な

ど
、

保
護

者
、
地
域
へ
の
情
報

発
信

の
更

新
・

運
用

方
法

に
つ

い
て
、
基
本
的
な
操
作

を
理

解
し

、
教

職
員

か
ら

依
頼

さ
れ

た
支
援
が
で
き
る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
メ

ー
ル

に
よ

る
お

知
ら

せ
な

ど
、
保

護
者

、
地

域
へ

の
情

報
発

信
の

更
新

・
運

用
方

法
に

つ
い

て
、

学
校

の
意
図

を
理

解
し

、
教

職
員

へ
の

支
援

が
で

き
る

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
メ

ー
ル

に
よ

る
お

知
ら

せ
な

ど
、

保
護

者
、

地
域

へ
の

情
報

発
信

の
更

新
・

運
用

方
法

に
つ

い
て

、
学

校
経

営
上

の
視

点
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
更

新

1
8

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
の

確
保

を
支

援
す

る
学
校
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー

ポ
リ

シ
ー

を
理

解
し

、
支

援
の

際
に
も
意
識
し
た
行

動
が

と
れ

る
。

学
校

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

ポ
リ

シ
ー

を
理

解
し

、
必
要

な
場

合
は

リ
ス

ク
な

ど
を

説
明

し
、

教
職

員
と

適
切

な
行

動
を

取
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

ポ
リ

シ
ー

を
理

解
し

、
必

要
な

場
合

は
事

故
事

例
の

紹
介

、
運

用
に

よ
る

対
策

方
法

等
の

学
校

経
営

上
の

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
。

情
報

の
管

理
、

取
り

扱
い

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

1
9

ＩＣ
Ｔ

機
器

、
校

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

保
守

調
整

を
支

援
す

る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
保
守

調
整

や
教

職
員

及
び

児
童

・
生

徒
の

デ
ー
タ
の
管
理
方
法

を
理

解
し

、
教

職
員

か
ら

依
頼

さ
れ

た
対
応
が
で
き
る
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

保
守

調
整

や
教

職
員

及
び

児
童

・
生
徒

の
デ

ー
タ

の
管

理
方

法
を

理
解

し
、

学
校

の
状

況
に

応
じ

た
対

応
が

で
き

る
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

保
守

調
整

や
教

職
員

及
び

児
童

・
生

徒
の

デ
ー

タ
の

管
理

方
法

を
理

解
し

、
定

期
的

な
確

認
や

保
守

の
事

前
準

備
な

ど
学

校
経

営
上

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
こ

と
が

で
き

る

利
用

す
る

ＩＣ
Ｔ

機
器

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
保

守
手

順

2
0

ＩＣ
Ｔ

機
器

、
校

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

障
害

対
応

を
支

援
す

る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

の
障

害
の

状
況

を
把

握
し
、
教
職
員
の
指

示
の

も
と

に
適

切
に

対
応

が
で

き
る
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

の
障

害
の

状
況
を

的
確

に
把

握
し

、
対

処
で

き
る

場
合

は
対

処
し

、
で

き
な

い
場

合
は

保
守

業
者

等
に

連
絡

し
適

切
に

対
応

が
で

き
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

の
障

害
に

対
し

て
事

前
に

予
測

し
た

対
応

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
障

害
発

生
時

に
は

的
確

に
障

害
を

把
握

し
最

大
限

の
対

応
が

で
き

る
。

IC
T
機

器
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
障

害

2
1

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
対

策
を

支
援

す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ

ル
ス

、
不

正
ア

ク
セ

ス
の

防
止

対
策

な
ど
の
知
識
を
有
し

、
教

職
員

の
指

示
の

も
と

に
適

切
な

対
応
が
で
き
る
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ウ
ィ

ル
ス

、
不

正
ア

ク
セ

ス
の

防
止
対

策
な

ど
の

知
識

を
有

し
、

教
職

員
や

児
童

・
生

徒
へ

の
注

意
を

喚
起

し
、

日
常

的
な

運
用

へ
の

支
援

が
で

き
る

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ウ
ィ

ル
ス

、
不

正
ア

ク
セ

ス
の

防
止

対
策

な
ど

の
知

識
を

有
し

、
校

内
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
つ

い
て

学
校

経
営

上
の

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
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